
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２５日(土)氷見市芸術文化館において、氷見

市社会福祉協議会の会長表彰式があり、脇方の坂下

忠盛氏が受賞されました。氏は、長年にわたり地区

社協理事や民生委員児童委員等を歴任し、住民の見

守り活動や灘浦小学校の学童保育の運営等にも貢献

されたことにより受賞されました。おめでとうござ

います！ 

＊＊＊＊＊＊ 

この後、

「能登半島

地震振り返

りフォーラ

ム」が開催さ

れ、地震発生 

から今日までの各団体の動きを振り返ることで、こ

れまでの地域福祉活動を再確認し、今後求められる

取り組みについて考えることを目的として、市職

員、市社協職員、地区社協及び民生委員等の代表か

ら地震時の対応について報告がありました。 

 続けて、日本福祉大学の原田正樹学長がコーディ

ネーターとして先の報告者がパネリストとなって、

「能登半島地震発生から今日を振り返る」と題し

て、パネルディスカッションが行われました。 

災害発生時

の地区社協の

在り方や民生

委員の動きな

どの課題につ

いて、いろいろ

と議論が交わ

されました。 

また、本市社協と４市災害協定を結んでいる愛知

県半田市・三重県伊賀市・長野県茅野市の社協職員

も参加しており、災害直後、氷見市へ緊急に支援し

たこと等についての報告もありました。今後も、こ

の相互支援を大切にしていきたいものです。 

令和７年３月（弥生） 

宇波公民館だより 
 

令和７年３月 1 日発行 

氷 見 市 宇 波 公 民 館 

氷見市宇波４０１番地 

Tel(0766)７８-１５０３ 

講 座 名 実 施 日 

茶 道 ２日（日）PM・１６日(日) 

生 花 １０日(月)・２４日（月） 

100歳体操 毎週火・木曜日 
(第２木曜を除く) 

ぱわーきっず 
１３日（木） 
入園お祝い会 

瓢箪同好会 ３日(月)・１７日(月) 

手芸講座 
編み物 ９日(土) 

クラフト １５日(土) 

ダンス教室 毎週火曜日 PM７：００ 

 

今月の外出支援バス 

①3 月 ７日(金) 
② 3 月２１日(金) 

氷見市社協 会長表彰とフォーラム 
 

宇波地域づくり協議会研修会 
研修名：組織マネジメント研修会 

期日：令和７年３月９日（日）午前１０時から 

場所：宇波公民館 

内容：①会長挨拶 

②「市内地域づくり協議

会の状況説明」＝市地

域振興課檜垣修太氏

③講演＝澤田典久氏 

※どなたでも参加でき 

ます。皆様のご参加をお待ちしています！ 

３ 月 の 公 民 館 講 座 

「「  ななだだううらら食食堂堂  」」  
３月２２日（土）開催 

※送迎バスもこれまでどおり実施 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月１６日(日)宇波公民館で、宇波区会総会前に恒例となりまし

た「住民研修会」を開催しました。 講師には氷見市立博物館学芸

員の広瀬直樹氏を迎え、「宇波の歴史について－地名および石動

山との関わり－」と題してお話していただきました。 

宇波の地名では、奈良・平安時代の古代律令制のもと、越中射水

郡の１０郷の一つの「宇納郷」が現在の宇波一帯と考えられ、１，００

０人程度が住んでいたことや、万葉集巻１７の大伴家持の長歌にあ

る「宇奈比川」は、諸説はあるものの現在の宇波川ではないかとの

お話しでした。 

 また、万葉集に越中で詠まれた歌がたくさん載せられたおかげで、都から遠く離れた辺境の越中・氷見

の地名が今日まで残されたことはとても貴重なことなど、興味深いお話しでした。 

さらに、能越自動車道の整備中に、熊野神社付近で「宇波ヨシ

ノヤ中世墓」が発見され、調査の結果、墓３基の内１基から１３世

紀後半から１４世紀後半の成人の骨が出土し、残り２基はカラだ

ったそうです。これについては、私見とされつつも石動山合戦の

ゆかりの人物の可能性があるのではないかなど、初めて聞くお

話しもありました。 

今回の話を聞いて改めて、島根県安来市宇波や鳥取県智頭町

宇波との「宇波地区交流」の実現に向けて、夢が広がったように 

感じました。 

開館日時 ： 毎週 月・火・木・金曜日の午前９時から午後５時まで 

        （休館日 毎週水・土・日曜日） 

※ なお、休館日でも事前にご連絡いただければ開館しますので、お気軽にご相談く

ださい。 ☎(ファックス)78-1503 宇波公民館（荻野直樹） 

 
 

白川の山本家にあるヤブツバキは、幹回り２.１７メートルも

あり、枯れてしまった長坂不動の大ツバキを上回るほどの巨木

です。 

氷見市内のヤブツバキの巨木は、県指定天然記念物の老谷の

大ツバキ（幹回り３.８７メートル）、市天然記念物の蒲田のツ

バキ（幹回り２.３７メートル）がありますが、白川のツバキは

これらに次ぐ太さです。標高の高い所では、ヤブツバキとユキ

バタツバキが見られますが、氷見の里山で見られるものは、ほ

とんどがヤブツバキです。 

この近くにある楯桙神社の県道脇には、花の終わりごろに黒

みを帯びる「クロツバキ」が多数自生していました。県道改修 

に伴い、一部は「ふれあいの森」のツバキ園へ移植されたと聞いています。残されているクロツバ

キの大きなものは、幹回り１.５メートルです。 
 

 

白白白川川川ののの巨巨巨木木木   ヤヤヤブブブツツツバババキキキ（（（関関関一一一朗朗朗・・・星星星場場場幸幸幸美美美）））   

宇波住民研修会「宇波の歴史について」広瀬直樹氏 


